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員 ｜四 輪 車 一 輪 車














































北 門 7～18時入のみ可 7～18時出入可
東門 7～18時出のみ可 7 -18時出入可
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表－3 四輪車および二輪車駐車状況謁査結果 〔本部構内のみ〕
四輪車： 55.1. 13 （木） 14 : 00-15 : 00実施






















｜｜ 一輪車建 物 名 称
四輪車自転車｜原付 ｜空襲 ｜合計
1 時 言十 ~ 周 辺 71 93 12 10 115 
2 学生部 ・保健診療所 60 58 。5 63 
3 図書館 ・ 教育学部 105 157 6 17 180 
4 法 ・経 ・文 ・工 8号館 207 511 23 93 627 
5 化 A寸u.ー 系 29 157 16 46 219 
6 土 木 系 60 202 47 42 291 
7 文学部陳列館 ・石油 77 112 4 27 143 
8 金属 ・数理 ・資源 106 163 13 46 222 
9 航 空 ・機 械 系 68 139 17 41 197 
10 原 子 核 74 79 7 22 108 
11 電 気 系 ・情 報 63 172 12 39 223 
12 建築系 ・大型計算機センター 33 100 6 34 140 
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する大コレクションとなった。それら
には，教室員が実際に発掘調査して，
入手した資料が主流をしめており，そ
の点で，一般の博物館が美術的価値の
高いものを集めているのと違って，古
代文化研究のための資料的価値の高い
ものが多いのである。
例えば，熊本県職貝塚，阿南貝塚，
岡山県津雲貝塚，大阪府国府遺跡，京
都市北白川遺跡，大津市滋賀里遺跡な
ど出土の縄文土器や，奈良県唐古遺跡
出土の弥生土器（重文）， 京都府椿井大塚山古墳
出土の鏡，山科西野山古墓出土品（国宝）など，
研究史上著名な資料が少なくなし、。
外国関係でも，韓国金海貝塚発掘品，中国遼寧
省赤峰紅山後，羊頭窪，四平山，上馬石などの先
史遺跡出土品も，教室員の発掘によって得られた
資料である。また，中央アジア学術調査隊の蒐集
したパキスタン，アフガニスタンの造物もあるG
これらの調査資料以外にも，日本の各地から出
土した遺物や，朝鮮，中国，台湾などの近隣諸国
の出土品もある。なかには，中国の著名な学者で
あった羅援玉氏の寄贈による唐代墓誌や，イギリ
スの考古学会が寄贈したヨーロッパの旧石器やエ
ジプト関係の資料，あるいはインド政府考古局か
ら寄贈をうけた資料などもふくまれる。
これらの考古資料を材料として，多くの研究業
績が生れた。 『京都帝国大学文学部考古学研究報
告』既刊16冊は，その成果を最もよく示したもの
ヒL土｜
前田 豊三（理学部助教授 ・理学博士）
1月8日逝去， 37歳。本学大学院理学研究科修士課程
修了。昭和56年本学理学部助教綬就任。専門は細胞融合
機作。
宮本信一郎 ｛医学部附属病院総務課｝
＼第二人事掛長 ／ 
1月10日逝去， 46歳。昭和30年文学部勤務。その後化
学研究所，施設部， 昭和47年原子炉実験所共同利用掛
長．同50年食糧科学研究所庶務掛長を経て同53年医学部
獣面文半瓦当 （河北省易県出土，戦国時代）
である。その他， 『東亜考古学資料叢刊』として
出されているものや，教室関係者個人の著作の中
にも，関係の出版物がある。また収蔵品の図録と
しては『京都帝国大学文学部陳列館考古図録』
（大正12年），同増訂三版（昭和5年），同統編（昭
和10年）， 同新輯（昭和26年）が出ている。さら
に，資料目録も， H本と中国関係のものが， 『京
都大学文学部博物館考古学資料目録』既刊3冊と
して出されている。
ただ，問題は，建物がすでに60余年前のもので
あるため，膨大な資料を収容することができない
ばかりでなく，設備等をふくめて老朽化している
ため，資料の保管や展示等に関して著しく支院を
きたしている。博物館としての機能が果せないば
かりでなく，盗難 ・火災等の危険に対しても，き
わめて憂慮すべき状態にある。近代的設備をそな
えた新しい建物の新築が強く望まれる。
（文学部）
附属病院総務課第二人事掛長に就任。昭和51年本学永年
勤続者表彰（20年勤続）を受ける。
佐々木外喜雄（本学名誉教授 ・工学博士）
1月19日逝去， 76歳。木学工学部卒。昭和15年本学工
学部教授就任，同34年～36年文部省大学学術局科学1
（この間本学工学部教授併任），向36年本学工学部教綬，
同43年停年退官。昭和36年～同38年評議員を併任。昭和
50年勲二等瑞宝意受京。専門は精礎工学， i悶滑工学。
? ???
